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千葉県における自殺の統計【平成 30 年度版（平成 29 年統計データより）】 
 

平 成 3 1 年 2 月 1 5 日 
千 葉 県 衛 生 研 究 所 

Ⅰ はじめに 

全国の人口動態統計による自殺者数は平成 10 年を境に急増し、毎年 3 万人前後の高い水準で推移

してきたが、平成 22 年以降減少を続け、平成 29 年には 20,465 人となった。 
千葉県では、平成 18 年度から千葉県自殺対策連絡協議会を設置し、平成 22 年度から 29 年度（平

成 28 年度に 1 年間延長）を期間とする「千葉県自殺対策推進計画」を策定した。本県の平成 29 年

の自殺者数は 990 人となり、平成 10 年以降で初めて 1,000 人を下回った。 
しかし、依然として年間約 1,000 人が自殺で亡くなっており、特に 15~34 歳における死因の第 1

位となっている。平成 28 年 4 月の自殺対策基本法の改正や平成 29 年 7 月の自殺総合対策大綱の改

定を受け、本県においても「第 2 次千葉県自殺対策推進計画」を策定し、平成 30 年度からスタート

した。 
衛生研究所では、自殺対策を推進するための基礎資料として、自殺に関する統計のとりまとめを行

っており、平成 19 年度から本書を公表している。本年度は、千葉県警察本部から提供を受けた自殺

統計原票データを活用し、市町村別のハイリスク地及び児童・生徒の自殺とその背景要因を分析した

結果をまとめた。本書が、自殺総合対策大綱に掲げられた当面の重点施策である「地域レベルの実践

的な取組への支援を強化する」「子ども・若者の自殺対策をさらに推進する」に結びつくことができ

れば幸いである。 
 

Ⅱ 方法 

千葉県の自殺の現状とその関連要因の把握のため、既存の統計資料を用いてデータの整理を行なう

と共に、健康福祉センター（保健所）・市町村別の自殺死亡率、標準化死亡比を算出した。 
１ 用いた統計資料 

(1)人口（平成 25 年～29 年） 
    国：厚生労働省人口動態調査 人口動態統計「年次、性、年齢別人口、総数、男、女」 
     統計局発行「推計人口 年齢（5 歳階級）、男女別、各月 1 日現在人口－総人口、日本人人口」 
   県及び市町村：千葉県総合企画部統計課 「千葉県年齢別・町丁字別人口調査における登録人口」 

(2)自殺者数（平成 25 年～29 年） 
国及び県：厚生労働省人口動態調査 「死亡数、性・年齢（５歳階級）・死因（死因簡単分類）別」 

   市町村：厚生労働省人口動態調査 「死亡数、性・死因（選択死因分類）・都道府県・市区町村別」 
(3)厚生労働省自殺対策推進室：地域における自殺の基礎資料（平成 29 年）（警察庁の自殺統計原票を 
 集計したもの） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000152688.html (2018/12/28 確認) 
(4)厚生労働省自殺対策推進室、警察庁生活安全局生活安全企画課：平成 29 年中における自殺の状況 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/jisatsu/ji
satsu_year.html (2018/12/28 確認) 

  (5)千葉県警察本部生活安全部人身安全対策課：自殺統計原票データ（平成 25 年～29 年に千葉県内で  
発見され、警察の捜査に基づき、死亡原因が自殺と判断されたもの）※千葉県警察本部から受領 

(6)厚生労働省：平成 30 年版「自殺対策白書」 
http://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/jisatsu/17/index.html (2018/12/28 確認) 
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(7)総務省統計局：労働力調査（基本集計）都道府県別結果 時系列データ 第 6 表 完全失業率年平  
均（平成 20 年～29 年）http://www.stat.go.jp/data/roudou/pref/index.html (2018/12/28 確認) 

(8)厚生労働省：衛生行政報告例（平成 21 年度～29 年度）第 1 章 精神保健福祉 第 6 表 精神保健

福祉センターにおける相談、デイ・ケア、訪問指導・電話相談等人員数・普及啓発活動開催回数, 都

道府県－指定都市（再掲）別  https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/36-19.html（2018/12/28 確認） 
(9)社会福祉法人千葉いのちの電話：平成 29 年度問題内容別相談件数状況 

http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2018/08/64aa21cb4b416601a6ed1c55a4fef
148-1.pdf（2018/12/28 確認） 

(10)千葉県防災危機管理部消防課：消防防災年報（平成 20 年版～29 年版） 
   9.救急・救助業務 第 2 表「事故種別救急出場件数及び搬送人員」（2018/12/28 確認） 
(11)文部科学省：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（平成 25 年度～29

年度）https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400304（2018/12/28 確認） 
(12)厚生労働省：福祉行政報告例（平成 20 年度～29 年度） 児童福祉 第 28 表 児童相談所における児 

童虐待相談の対応件数, 都道府県－指定都市－中核市×相談種別別 
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/38-1.html（2018/12/28 確認） 

 

２  年齢調整死亡率・標準化死亡比（SMR）の算出  

人口規模の小さい地域において、人口や自殺者数の変動の影響を受けやすいため、年齢調整死亡率、

標準化死亡比（SMR）の算出では、人口、自殺者数ともに平成 25 年～29 年までの 5 年分の合計数

を用いて算出した。標準化死亡比（SMR）算出の基準人口集団の年齢階級別死亡率は当該年分（5 年

分）の全国人口値を用いた。 
 
 

  

＊1 自殺死亡率  人口 10 万人当たりの死亡率 
   自殺死亡率    ある期間の死亡数  ×100,000 
             同じ期間の人口 

＊2 年齢調整死亡率  年齢構成が著しく異なる人口集団の間での死亡率や、特定の年齢層に偏在 
する死因別死亡率などについて、その年齢構成の差を取り除いて比較する場合に用いる。基準 
人口には「昭和 60 年モデル人口」を用いている。 

             観 察 集 団 の × 基準人口のその  の 各 年 齢 
年齢調整死亡率 ＝   各年齢階級の死亡率   年齢階級の人口  階級の総和  

                    基準人口の総数 
＊3 標準化死亡比（SMR） 年齢構成の差異を基準の死亡率で調整した値（期待死亡数）に対する 

現実の死亡数の比のこと。主に小規模人口の地域の比較に用いる。ここでは基準集団を国とし

ている。 
                  観察集団の死亡数 
標準化死亡比    基 準 集 団 の × 観察集団のその  の 各 年 齢 ×100 

    各年齢階級の死亡率   年齢階級の人口  階級の総和 

＊4 標準化死亡比の経験的ベイズ推定値（EBSMR） 市町村別の標準化死亡比について、自殺者

数の少なさに起因する死亡率の変動の影響を抑え、より安定性の高い指標で地域間の比較を

可能としたもの。EBSMR は、国立保健医療科学院ホームページ

（http://www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/download/ebpoig/index_j.html）で公開されている

「EB estimator for Poisson-Gamma model [Version2.1]」を使用して算出した。 

標準化死亡比 
（SMR） 

＝ 

＝ 年齢調整死亡率 

自殺死亡率 ＝ ×100,000 

×100 

×100,000 
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Ⅲ 自殺の現状 

１ 自殺者数の推移  

人口動態統計によると、平成 29 年の千葉県の自殺者数は 990 人で、男性は 680 人、女性は 310 人

であった。平成 10 年以降は 1,300 人前後で推移してきたが、平成 27 年以降は減少傾向となり、平成

29 年には平成 10 年以降で初めて 1,000 人を下回った（図１）。（資料編 P7 統計表 3 参照） 

 
 

２ 自殺死亡率の推移 

千葉県の人口 10 万人当りの自殺者数（以下、自殺死亡率＊1という。）は、平成 21 年まで全国より

2.0 以上低い値で推移していた。しかし、全国は平成 21 年から減少傾向が現れたのに対し、千葉県は

平成 24 年から減少傾向となった（図 2）。（資料編 P7 統計表 3 参照） 
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３ 性・年齢階級別の状況 

千葉県の性・年齢階級別の自殺死亡率を平成 25 年と平成 29 年で比較すると、男性は 35~44 歳、

50~59 歳、65~79 歳及び 85 歳以上で減少しており、特に 50~54 歳は半減していた。しかし、15~24
歳は変化が小さく、30~34 歳で増加していた。なお、平成 29 年の 10~14 歳は自殺者数が 0 人であっ

た。女性は、35~44 歳及び 65~74 歳で減少していたが、24 歳以下は変化がみられず、75~84 歳で増

加していた（図 3）。 
男女比は 5 年間ほぼ変わらず、平成 29 年は自殺者総数では男性が約７割を占め、女性の約 2.2 倍

であった。（資料編 P5 統計表 2、P27 統計表 21 参照） 

  
 
65 歳未満の平成 29 年人口動態統計の死因別では、自殺による死亡者数は前年同様、全体で 8 位で

あった。総数では 10~14 歳及び 45~49 歳で前年より順位が改善し、特に 10~14 歳で 4 位となった。

しかし、60~64 歳は前年より順位が悪化し、15~34 歳は平成 23 年以降 1 位が続いている（表 1）。（資

料編 P9 統計表 5 参照） 

表 1 平成 29 年 若者・働き盛りの自殺の死因順位（千葉県） 
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｜ 
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50 
｜ 
54 
歳 

55 
｜ 
59 
歳 

60 
｜ 
64 
歳 

総数 4 1 1 1 1 2 2 2 4 4 4 

男  1 1 1 1 1 1 3 4 4 4 

女 2 1 1 1 1 2 2 2 3 4 4 

  ＊10 歳未満は自殺者なしのため省略。 
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４ 職業別の状況 

警察庁の自殺統計原票を集計した結果（以下「警察統計」という。）から、自殺日及び住居地を基準

とした平成 29 年の職業別自殺死亡率をみると、総数では、全国・千葉県ともに「その他の無職者（年

金・雇用保険等生活者を含む）」が最も多く、次いで「自営業・家族従事者」が続いた。全国と比べる

と千葉県は、「失業者」が下回っていたが、「主婦」は上回っていた。男女別にみると、「その他の無職

者（年金・雇用保険等生活者含む）」では、男性は全国を下回っていたが、女性は全国を上回っていた

（表 2）。（資料編 P20 統計表 12、P27 統計表 22 参照） 
表 2  平成 29 年 職業別自殺者数と自殺死亡率（全国・千葉県） 

 自営業・ 
家族従事者 

被雇用・ 
勤め人 

学生・ 
生徒等 主婦 失業者 その他の

無職者 不詳 

総数 
全国 1,432 

20.0 

6,392 

12.3 

813 

3.7 

1,207 

8.7 

664 

25.5 

10,288 

48.9 

331 

4.6 

千葉県 51 

18.0 

322 

12.4 

38 

3.6 

73 

10.2 

24 

19.4 

470 

48.6 

4 

1.1 

男 
全国 1,261 

28.9 

5,277 

18.4 

574 

5.1 

 

 

586 

34.6 

6,689 

60.5 

273 

7.1 

千葉県 47 

26.8 

271 

18.3 

27 

4.9 

 

 

21 

25.4 

297 

54.8 

4 

2.0 

女 
全国 171 

6.1 

1,115 

4.8 

239 

2.2 

1,207 

8.7 

78 

8.6 

3,599 

36.1 

58 

1.7 

千葉県 4 

3.7 

51 

4.6 

11 

2.1 

73 

10.2 

3 

7.3 

173 

40.6 

0 

0.0 

数値：上段は自殺者数、下段は自殺死亡率（人口 10 万対） ※人口：平成 27 年国勢調査 

５ 原因・動機別の状況 

発見日及び発見地を基準とした平成 29 年の警察統計によると、発見地が千葉県内であった自殺者

985 人の内、原因・動機の特定できた者は 677 人で全体の 68.7％であった。平成 25~29 年合計では、

自殺者 5,625 人の内、原因・動機の特定できた者は 3,863 人で全体の 68.7%であった。 
警察統計では、自殺の原因や動機が特定できた者における原因･動機（一人につき 3 つまで計上）

が集計される。平成 29 年の原因・動機が特定できた者に占める割合は、「健康問題」61.3％、「経済・

生活問題」24.7％、「家庭問題」19.8％、「勤務問題」13.7％、「男女問題」5.8%、「学校問題」3.0％で

あり、全国と同様の傾向であった。平成 25~29 年合計では、「健康問題」65.2％、「経済・生活問題」

24.8％、「家庭問題」22.4％、「勤務問題」11.1％、「男女問題」5.0%、「学校問題」2.6％であり、全国

と同様の傾向であった（図 4）。（資料編 P22 統計表 14 参照） 
 

  

図 4 自殺の原因・動機特定者に占める各原因・動機の割合（全国・千葉県） 
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６ 原因・動機の詳細の状況 
発見日及び発見地を基準とした平成 25~29 年合計の自殺統計原票データから、千葉県内で発見さ

れた自殺者 5,625 人の内、原因・動機の特定できた者は 3,863 人で全体の 68.7%であった。延べ原因・

動機数 5,317 件に占める割合は、「健康問題」が 47.4%を占め、次いで「経済・生活問題」が 18.0%、

「家庭問題」が 16.2%であった。 
 「健康問題」の詳細をみると、「うつ病」が 40.6%、「身体の病気」が 33.5%であった。また、「経

済・生活問題」の詳細をみると、「生活苦」が 37.8%、「多重債務」が 14.8%であった。さらに、「家庭

問題」の詳細をみると、「家族の将来悲観」が 23.7%、「夫婦関係の不和」が 22.1%であった（図 5）。
（資料編 P23 統計表 15 参照） 

 

 

 

 

 
 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※表 2、図 4及び図 5の千葉県について 

  表 2   ：自殺日及び住居地を基準（県外で発見された「住居地が千葉県」の自殺者を含むが、県内で発見された

「住居地が県外」の自殺者を含まない） 

  図 4・5：発見日及び発見地を基準（県外で発見された「住居地が千葉県」の自殺者を含まないが、県内で発見さ

れた「住居地が県外」の自殺者を含む） 

 

７ 市町村別の状況 

(1) 原因・動機別の状況 

平成 25～29 年合計の自殺統計原票データから、発見地（市町村）別における原因・動機特定者  

数と延べ原因・動機数を表 3 に示した。自殺の発見地（市町村）別にみると、自殺者総数に対する

原因・動機特定者数の割合が最も高かったのは、一宮町（100.0%）、多古町（90.0%）、鴨川市（89.5%）

であった。また、割合が最も低かったのは、長南町（30.0%）、匝瑳市（34.1%）、芝山町（36.4%）

であった。 
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図 5  平成 25 年～29 年合計の自殺者の原因・動機の詳細（千葉県） 
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表 3  発見地（市町村）別における自殺の原因・動機特定者数と延べ原因・動機数 

市町村名 自殺者総数 
原因・動機 

特定者数 

延べ原因・動機数 

家庭問題 健康問題 
経済・ 

生活問題 
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 

千葉市 818 562 122 386 137 69 39 21 39 

銚子市 89 69 13 37 20 7 - - - 

市川市 397 310 61 198 68 42 20 - 15 

船橋市 479 302 68 194 76 38 16 13 15 

館山市 64 51 21 23 18 6 - - 5 

木更津市 128 69 24 41 19 10 7 - - 

松戸市 400 290 43 189 63 37 16 8 27 

野田市 154 123 25 77 41 14 10 - 11 

茂原市 85 59 9 38 21 5 - - - 

成田市 104 68 19 48 13 8 - - 6 

佐倉市 142 109 32 68 28 6 - - 5 

東金市 67 43 6 26 13 8 - - - 

旭市 69 58 19 28 15 - - - - 

習志野市 124 68 12 39 22 7 - 5 - 

柏市 329 251 55 178 56 31 15 9 11 

勝浦市 25 14 - 6 7 - - - - 

市原市 288 140 55 81 30 9 - 5 7 

流山市 128 96 21 73 15 11 - - - 

八千代市 179 133 21 101 34 14 - 6 11 

我孫子市 109 77 9 61 12 - - - - 

鴨川市 38 34 8 22 16 - - - - 

鎌ヶ谷市 95 59 11 38 12 - - - 5 

君津市 114 64 11 44 7 7 - - 5 

富津市 76 51 9 31 14 10 - - 6 

浦安市 105 65 16 45 14 - 7 - - 

四街道市 72 40 9 29 10 - - - 6 

袖ヶ浦市 57 33 13 14 5 8 - - - 

八街市 58 45 13 29 14 - - - - 

印西市 83 66 16 39 18 8 5 - - 

白井市 53 46 13 29 - 6 - - 6 

富里市 44 26 7 12 11 - - - - 

南房総市 70 50 10 29 15 8 - - - 

匝瑳市 44 15 - 9 7 - - - - 

香取市 83 58 15 44 7 7 - - 6 

山武市 70 49 17 30 19 - - - - 

いすみ市 52 35 - 26 11 7 - - 5 

大網白里市 50 39 9 27 11 7 - - - 

酒々井町 13 8 - - - - - - - 

栄町 34 23 6 17 6 - - - - 

神崎町 8 6 - - - - - - - 

多古町 11 8 - 5 - - - - - 

東庄町 10 9 - 9 - - - - - 

九十九里町 33 23 5 12 11 - - - - 

芝山町 11 - - - - - - - - 

横芝光町 22 12 6 6 - - - - - 

一宮町 9 9 - 8 - - - - - 

睦沢町 11 9 - 7 - - - - - 

長生村 23 19 - 12 5 - - - - 

白子町 17 14 - 8 5 - - - - 

長柄町 9 8 - 7 - - - - - 

長南町 10 - - - - - - - - 

大多喜町 36 21 6 13 6 - - - - 

御宿町 8 6 - 8 - - - - - 

鋸南町 18 14 5 11 - - - - - 

千葉県 5,625 3,863 864 2,520 958 429 193 102 251 

注 1）自殺の原因・動機は自殺者一人につき 3 つまで計上可能としているため、原因・動機特定者数と延べ原因・動機数の合計は一致し

ない。 
注 2）個人情報保護のため、5 人未満は「-」で表記。 
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(2) 自殺の場所別の状況 

平成 25～29 年合計の自殺統計原票データから、発見地（市町村）別における自殺の場所別の構成

を図 6 に示した。また、発見された自殺者の内、市外居住の自殺者数及び自殺の場所別人数を表 4 に

示した。 

 
注）個人情報保護のため、5 人未満は表記しない。 

図 6 発見地（市町村）別における自殺の場所別の構成 
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表 4  発見地（市町村）別における市外居住自殺者の自殺の場所別人数 

市町村名 
自殺者 

総数 

市外居住 

自殺者数 

市外居住自殺者の自殺の場所別人数 

高層ビル 乗物 海(湖)・河川 鉄道線路 公園 山 その他 

千葉市 818 86 11 8 5 8 11 - 42 

銚子市 89 25 - - 11 - - - 9 

市川市 397 25 - - - - - - 16 

船橋市 479 44 6 - - 13 5 - 18 

館山市 64 10 - - - - - - - 

木更津市 128 17 - - - - - - 6 

松戸市 400 31 - 5 6 5 - - 10 

野田市 154 8 - - - - - - - 

茂原市 85 11 - - - - - - 7 

成田市 104 23 - - - - - - 17 

佐倉市 142 10 - - - - - - 6 

東金市 67 6 - - - - - - - 

旭市 69 13 - 5 - - - - 5 

習志野市 124 26 - - - 7 - - 10 

柏市 329 36 - - - - 6 - 19 

勝浦市 25 - - - - - - - - 

市原市 288 22 - - - - - - 9 

流山市 128 10 - - - - - - - 

八千代市 179 24 - - - - - - 12 

我孫子市 109 - - - - - - - - 

鴨川市 38 12 - - - - - - 5 

鎌ヶ谷市 95 - - - - - - - - 

君津市 114 17 - 5 - - - 5 6 

富津市 76 28 - 7 - - - 10 5 

浦安市 105 14 - - - - - - 5 

四街道市 72 5 - - - - - - - 

袖ヶ浦市 57 10 - - - - - - 5 

八街市 58 - - - - - - - - 

印西市 83 22 - - - - - - 11 

白井市 53 9 - - - - - - 5 

富里市 44 - - - - - - - - 

南房総市 70 21 - 7 - - - - 5 

匝瑳市 44 - - - - - - - - 

香取市 83 15 - - - - - - 5 

山武市 70 10 - - - - - - 5 

いすみ市 52 18 - - - - - - 9 

大網白里市 50 6 - 5 - - - - - 

酒々井町 13 - - - - - - - - 

栄町 34 5 - - - - - - - 

神崎町 8 - - - - - - - - 

多古町 11 - - - - - - - - 

東庄町 10 - - - - - - - - 

九十九里町 33 14 - 8 5 - - - - 

芝山町 11 - - - - - - - - 

横芝光町 22 7 - - - - - - 5 

一宮町 9 - - - - - - - - 

睦沢町 11 - - - - - - - - 

長生村 23 - - - - - - - - 

白子町 17 8 - 5 - - - - - 

長柄町 9 - - - - - - - - 

長南町 10 - - - - - - - - 

大多喜町 36 12 - - - - - - 9 

御宿町 8 - - - - - - - - 

鋸南町 18 8 - - - - - - - 

千葉県 5,625 717 48 119 78 60 52 55 305 

注）個人情報保護のため、5 人未満は「-」で表記。 
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※月の日数差の影響を除くため 1 ヵ月を 30 日と計算して調整した。 

※出典 人口動態統計 

 市外居住者は 717 人で、県外居住者は 18 都道府県 187 人であった。県外居住者の内、関東地方は

162 人（86.6%）を占めた。 

自殺者に占める市外居住者の割合が高い市町村は、白子町（47.1%）、長柄町（44.4%）、鋸南町（44.4%）

及び九十九里町（42.4%）であった。 

市外居住者の自殺の場所別をみると、「高層ビル」は千葉市、船橋市、「乗物」は千葉市、九十九里

町、富津市及び南房総市、「海（湖）・河川」は銚子市、松戸市、「鉄道線路」は船橋市、千葉市、「公

園」は千葉市、柏市、「山」は富津市、君津市で多かった（表 4）。 

その中で、「乗物」は、富津市、南房総市、白子町、長柄町及び鋸南町が全員市外居住者であり、九

十九里町が 9 人の内 8 人であった。「海（湖）・河川」は、銚子市が 18 人の内 11 人であり、「山」で

は、富津市が 12 人の内 10 人であった（図 6及び表 4）。 

 

【参考】平成 25 年～29年の合計でみた市町村別自殺の標準化死亡比の経験的ベイズ推定値（EBSMR） 

（※標準化死亡比は、年齢調整死亡率と同様に人口の年齢構成の異なる地域間で死亡の状況を比較で

きるようにした指標であり、ここでは全国の標準化死亡比を 100 として算出した。 
さらに自殺者数の少なさに起因する死亡率の変動の影響を抑え、より安定性の高い指標での地域

間の比較を可能とするため、標準化死亡比の経験的ベイズ推定値を算出している。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８ 月別自殺者数の推移 

人口動態統計を用いた月別の自殺者数について、平成 25 年～29 年までを合計した値の動向をみる

と、全国と同様に千葉県は、男性で 3 月、次いで 5 月にピークがみられ、女性はピークがみられなか

った（図 7）。（資料編 P13 統計表 7 参照） 

 
 

図 7 平成 25 年～29 年合計の性別・月別自殺者数（千葉県・全国） 
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９ 自殺との関連が考えられる事象の状況 

(1) 年齢階級 

本県の自殺者について、平成 25 年~29 年の 5 年間の年齢階級別の自殺死亡率をみると、男性は

60 歳代を除く全ての年齢階級において減少傾向がみられ、特に 50 歳代で顕著であった。女性は 30
歳代及び 60 歳代に減少傾向がみられ、50 歳代は微増傾向がみられた（図 8）。（資料編 P5 統計表

2、P27 統計表 21 参照） 

 
 
 

 
※出典 人口動態統計 

図 8 性・年齢階級別自殺死亡率の年次推移（千葉県）   

 

年齢階級別自殺の原因・動機をみると、10 歳代は「学校問題」27.8％、「健康問題」15.0%、「家

庭問題」11.1%で、「不詳」が 32.2%に及んだ。 
20 歳代は「健康問題」21.9％、「家庭問題」12.8％、・「勤務問題」12.1％、「経済・生活問題」10.8％、

「男女問題」9.9％「不詳」21.1％であった。 
30 歳代は「健康問題」30.2％、「家庭問題」14.4％、「経済・生活問題」13.6％、「勤務問題」9.3％、

「不詳」は 23.9％で、20 歳代とともに原因・動機が多岐に及んでいた。 
40 歳代と 50 歳代の原因・動機は同じ傾向にあり、「健康問題」（40 歳代 32.3％・50 歳代 32.6％）、

「経済・生活問題」（16.7％・19.9％）、「家庭問題」（11.5％・10.8％）、「勤務問題」（8.7％・7.4％）、

「不詳」（25.1％・26.0％）であった。 
60 歳代は「健康問題」41.5％、「経済・生活問題」16.6％、「家庭問題」11.0％、「不詳」24.2％であった。  
70 歳代は「健康問題」50.3％、「家庭問題」11.9％、「経済・生活問題」8.9％、「不詳」24.7％であった。 
80 歳代は「健康問題」49.5％、「家庭問題」16.2％、「不詳」25.6％であった。（資料編 P24 統計

表 16 参照） 
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(2) 完全失業率 

平成 20 年～29 年の 10 年間の労働力調査による完全失業率と 35~64 歳の自殺死亡率の動向を図 9
に示した。（資料編 P26 統計表 18 参照） 

 

 

図 9 完全失業率と 35～64 歳自殺死亡率の年次推移（千葉県） 

 

 

(3) 交通事故死亡者数と自殺者数 

 平成 20年～29 年の 10年間の人口動態統計によると、千葉県における自殺者数は交通事故死亡者数

の約 4倍で推移していた。交通事故死亡者数は平成 22年以降減少傾向にあり、平成 29年は 233 人で

あった。交通事故及び自殺以外の外因死亡者数は平成 24 年をピークに平成 26年まで減少したが、平

成 27年以降は増加傾向にあり、平成 29 年は 1,495 人であった。主な死因をみると、「転倒・転落・墜

落」が 444 人、「不慮の窒息」が 329 人、「不慮の溺死及び溺水」が 140 人であり、いずれも高齢者に

多くみられた（図 10）。 

 
 ※出典 人口動態統計 

図 10 交通事故死亡者数と自殺者数の推移（千葉県） 
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１０ 児童・生徒における自殺の状況 

(1) 18 歳以下自殺者の内訳 

 平成 25～29 年合計の自殺統計原票データによると「大学生」「専修学校生等」を除く※1 18 歳以

下の自殺者は、「小学生」6 人、「中学生」27人、「高校生」59 人であった。「児童・生徒以外※2」は

全員 16 歳以上で計 13 人であった。 

※1 学校に行っていない者も含め、小学生・中学生・高校生に該当する年齢層の自殺者をみるため、18 歳の大学生・専修学校生の計 8 人を除いた。 

※2 児童・生徒以外：自殺統計原票上の職業分類において、「小学生」「中学生」「高校生」以外の自殺者 

 

(2) 自殺死亡率 

 千葉県における高校生の自殺死亡率をみると、平成 26 年から 27 年にかけて減少していた。しか

し、その後徐々に増加傾向がみられた（図 11）。 

 
※出典 自殺者数…千葉県:平成 25～29 年自殺統計原票データ 全国：地域における自殺の基礎資料 

在籍者数…学校基本調査 

自殺死亡率…自殺者数／在籍者数×100,000 

図 11 児童・生徒の自殺死亡率の推移（千葉県・全国） 

 

(3) いじめの認知件数 

 平成 25 年度～29 年度の児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果に

よると、千葉県及び全国のいじめの認知件数は、小学生は急激に増加し、中学生及び高校生は緩や

かな増加が認められた。千葉県の 5年間のいじめの平均認知件数は、小学生は 22,226 件/年、中学

生は 6,420 件/年、高校生は 395 件/年であった（図 12）。 

 
※出典 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について（文部科学省） 

図 12 いじめの認知件数の推移（千葉県・全国） 
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(4) 不登校 

 小学生及び中学生は、千葉県及び全国ともに増加傾向がみられた。一方高校生は、千葉県において

減少傾向がみられた。千葉県の 5 年間の平均不登校児童生徒数は、小学生は 1,312 人/年、中学生は

4,277 人/年、高校生は 3,149 人/年であった（図 13）。 

※注：不登校…年度間に連続又は断続して 30 日以上欠席した児童・生徒。 

 

 
※出典 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について（文部科学省） 

図 13 不登校児童生徒数の推移（千葉県・全国） 

 

(5) 中途退学（高校生） 

 平成 25年度から 28 年度にかけて、千葉県の中途退学率は全国より低い数値で推移していたが、平

成 29 年度は全国と同じ 1.3 となった。近隣県と比較すると、千葉県と埼玉県は平成 25 年度から 27

年度にかけて同水準であったが、平成 28 年度以降は差が開いている（図 14）。 

 
※出典 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について（文部科学省）         

図 14 中途退学率（高校生）の推移（全国・千葉県・近隣県） 
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(6) 児童相談所における児童虐待相談対応件数 

千葉県は全国と同様、平成 20 年度と比較して、心理的虐待の全体を占める割合が増大し、平

成 29 年度は全体の 50%に達した（図 15）。 

※心理的虐待：言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティ

ック・バイオレンス：ＤＶ）など 

※ネグレクト：家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて

行かない など 

  （出典：厚生労働省ホームページ「児童虐待の定義」） 

 

※出典 福祉行政報告例   

図 15 児童相談所における児童虐待相談対応件数（千葉県・全国） 

 

１１ 自殺未遂の状況 

(1) 自殺未遂歴の有無 

平成 25~29 年合計の自殺統計原票データから、自殺未遂歴の有る者は、総数 1,123 人、男性 578
人、女性 545 人であった。自殺未遂歴の有無別自殺者数の割合をみると、自殺未遂歴「有り」の者

の割合は、全ての年齢階級で女性が男性を上回っていた。特に、20~40 歳代の女性では、自殺未遂

歴が「有り」の者が 40%以上であった（図 16）。（資料編 P25 統計表 17 参照） 

 

図 16 平成 25～29 年合計でみた自殺未遂歴の有無別自殺者数の割合（千葉県） 
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(2) 救急出場件数及び搬送人員 

千葉県防災危機管理部消防課の消防防災年報によると、平成 28 年の自損行為による救急車の出場

件数は 2,832 件で、前年に比べ 157 件（5.3％）減少した。搬送人員は 1,917 人で、前年に比べ 40 人

（2.0％）減少した。また、平成 28 年の全出場件数 310,602 件に占める自損行為 2,832 件の割合はお

よそ 1％で、平成 22 年以降は減少傾向であった。 
自殺者数との関連を見ると、毎年、自殺者数の 1.7～2 倍程度の者が自損行為により救急搬送され

ていた（表 5、図 17）。（資料編 P26 統計表 19・20 参照） 
 

表 5 事故種別救急出場件数及び搬送人員 年次別推移（千葉県） 

 

※出典 救急出場件数及び搬送人員：千葉県防災危機管理部消防課 消防防災年報 

自殺者数：人口動態統計 

 

 
図 17 自損行為による救急搬送人員と自殺者数の推移（千葉県） 
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１２ 自殺に関連する相談の状況 

(1) 精神保健に関する相談 

県精神保健福祉センターでは、精神保健に関する対面相談や電話相談を実施している。 
対面相談では、延人員の合計が 27 年度 2,051 人、28 年度 1,898 人、29 年度 2,312 人で、前年度

より約 22%の増加となった。内訳をみると、26~28 年度はその他を除いて、“思春期”の相談が最

も多かったが、29 年度は“薬物”の相談が最も多く、446 人であった。“自殺関連”の相談は 29 年

度 15 人であった。 
電話相談では、合計が 27 年度 9,395 件、28 年度 6,946 件、29 年度は 7,437 件で、前年度より約

7%の増加となった。内訳をみると、29 年度は“薬物”の相談が 21 年度以降で最も多く、288 件で

あった。“自殺関連”の相談は 29 年度 330 件であった。（表 6）。 
 

表 6 精神保健福祉センターへの相談内容 

表 6-1 対面相談 

 
※出典 衛生行政報告例 

 

表 6-2 電話相談 

 
※出典 衛生行政報告例 
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H27 1,304 66 219 101 107 31 386 280 137 724 2,051 2 42 0 0
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 (2) 「千葉いのちの電話」への電話相談（2017 年 1 月～12 月）及びフリーダイヤル（毎月 10 日実施） 

 

 
※出典 社会福祉法人千葉いのちの電話ホームページ   

 

 

【本書の掲載先】 

千葉県衛生研究所健康疫学研究室ホームページ 

「自殺に関する統計」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/toukeidata/jisatsutoukei.html 

 

【関連ホームページ】 

千葉県健康福祉部健康づくり支援課ホームページ 

「自殺対策班」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kokoro/jisatsutaisakuhan.html 

「＜健康情報ナビ＞健康寿命ほか、健康施策の推進をサポートする各種統計情報」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/seikatsushuukan/kennkoujyouhounabi.html 
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図18 電話相談内容別相談件数と自殺志向の割合
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図19 フリーダイヤル内容別相談件数と自殺志向の割合
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